
付

高等学校名 対象部活動 募集学科・コース名 募集人数

いなべ総合学園
レスリング（男女）
バスケットボール（女）
硬式野球（男）

総合学科
前期7人以内
後期7人以内

朝明
自転車(男)、レスリング(男)
ラグビー(男)

普通科
ふくし科

前期3人以内
後期5人以内

四日市四郷 アーチェリー(男女)
普通科
普通科・スポーツ科学コース

前期4人以内
後期4人以内

四日市工業

陸上競技(男)、テニス(男)
バスケットボール(男)
ハンドボール(男)
ウエイトリフティング(男)
ラグビー(男)

機械科
電子機械科
電気科
電子工学科
物質工学科
自動車科

前期6人以内
後期6人以内

四日市中央工業
水泳(水球)(男)、柔道(男)
サッカー(男)
ウエイトリフティング(男)

機械科
電気科
化学工学科
都市工学科
設備システム科

前期5人以内
後期5人以内

四日市商業
陸上競技(女)、テニス(女)
バスケットボール(女)
ハンドボール(女)、空手道(女)

商業科
情報マネジメント科

前期6人以内
後期6人以内

菰野 硬式野球（男） 普通科
前期2人以内
後期6人以内

白子 卓球（男女）
普通科
生活創造科

前期5人以内
後期7人以内

稲生
水泳（水球）（男）
なぎなた（女）

普通科
体育科

前期3人以内
後期5人以内

津工業
セーリング（男女）
バスケットボール（男）

機械科
電気科
電子科
建設工学科

前期6人以内
後期6人以内

白山 硬式野球（男）
普通科
情報コミュニケーション科

前期2人以内
後期2人以内

名張 柔道（男女） 総合学科
前期5人以内
後期5人以内

宇治山田商業 相撲（男）
商業科
情報処理科

前期4人以内
後期4人以内

鳥羽 フェンシング（女） 総合学科
前期2人以内
後期2人以内

尾鷲 水泳（競泳）（男女）

普通科
普通科・プログレッシブコース
情報ビジネス科
システム工学科

前期2人以内
後期6人以内

高等学校名 募集人数

白山
普通科
情報コミュニケーション科

アに示す募集
人数に含む

あけぼの学園 総合学科
前期2人以内
後期2人以内

飯南 総合学科
前期1人以内
後期1人以内

昴学園 総合学科 前期4人以内

南伊勢 度会校舎 普通科

南伊勢 南勢校舎 普通科

鳥羽 総合学科
アに示す募集
人数に含む

志摩 普通科
前期2人以内
後期2人以内

水産
海洋・機関科
水産資源科

前期2人以内
後期2人以内

紀南 普通科
前期1人以内
後期3人以内

高等学校名 募集人数

白子
普通科・文化教養（吹奏楽）コース
《前期選抜のみの実施》

アに示す募集
人数に含む

尾鷲
情報ビジネス科
システム工学科

アに示す募集
人数に含む

募集学科・コース名

募集学科・コース名

前期2人以内
後期2人以内

イ　「県立高等学校活性化計画」（平成29～令和３年度）により学校別協議会を設置していた１学年３学級以下の高等学校

ア　入学者選抜でスポーツ特別枠選抜を実施する高等学校及び全国大会に出場した硬式野球部を有する高等学校

ウ　県内唯一の学科・コースまたは地域に唯一の職業学科を有する高等学校

別表
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（付）三重県立高等学校通学区域に関する規則（抜粋） 

                                                    昭和３３年１月２４日  

                                                   教育委員会規則第１３号  

 

                 最終改正 平成３０年３月３０日教育委員会規則第８号 

 

（目的） 

第一条 この規則は、三重県立高等学校（以下「高等学校」という。）の通学区域（以下「学

区」という。）を定めることを目的とする。 

 

（学区） 

第二条 学区は、別表に掲げるとおりとする。 

 

（入学志願及び学区外入学） 

第三条 高等学校に入学（転入学を含む。以下同じ。）をしようとする者は、保護者の居住す

る住所の属する学区又は当該学区に隣接する学区（以下これらの学区を「志願学区」とい

う。）内の高等学校へ出願しなければならない。 

 

２ 前項の規定にかかわらず、次の各号のいずれかに該当する場合は、三重県教育委員会の許

可を得て、志願学区外の高等学校に出願することができる。 

一 保護者が、入学者選抜の実施年度の末日までに入学を志願する高等学校の属する学区又

は当該学区に隣接する学区に転入することが確実な場合 

二 その他特別な理由がある場合 

 

３ 在学中に住所の変更により、志願学区外の高等学校へ通学することとなる者は、住所変更

後の志願学区内の高等学校へ転学しなければならない。ただし、本人及び保護者が希望し、

かつ、正当な理由がある場合は、通学区域外高等学校通学承認申請書（第一号様式）を三

重県教育委員会に提出し、その承認を得て現に在学する高等学校に在学することができる。  

 

（県外居住者の取扱） 

第四条 保護者が、他の都道府県に居住している者は、本県の高等学校へ入学することはでき

ない。ただし、次の各号のいずれかに該当する場合に限り、三重県教育委員会の許可を得

て本県の高等学校に出願した上で、入学することができる。 

一  保護者が、入学者選抜の実施年度の末日までに入学を志願する高等学校の属する学区又

は当該学区に隣接する学区に転入することが確実な場合 

二 保護者の居住する都道府県に入学を志願する学科を設置する高等学校がない場合 

三 高等学校への出願について隣接する府県と協定を締結している場合 

四 保護者の転住を伴わずに他の都道府県に居住している者が入学志願できる学校として教

育長が別に定める高等学校に入学を志願する場合 

五 高等学校の定時制課程に入学を志願する者が、入学を志願する高等学校の入学の期日ま

でに本県に転入又は勤務することが確実な場合 

六 高等学校の通信制課程に入学を志願する者が、入学を志願する高等学校の入学の期日ま

でに本県に転入することが確実な場合 

七 その他特別な理由がある場合 
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付

 

（学区外入学志願の手続き） 

第五条 第三条第二項の規定により志願学区外の高等学校に出願するときは、通学区域外高等

学校入学志願許可申請書（第二号様式）を三重県教育委員会に提出し、その許可を得なけ

ればならない。  

 

２ 前条ただし書の規定により県外から本県の高等学校に入学を志願するときは、三重県立高

等学校入学志願許可申請書（第三号様式）を三重県教育委員会に提出し、その許可を得な

ければならない。ただし、県外から本県の高等学校の夜間定時制課程に入学を志願すると

きは、三重県立高等学校入学志願許可申請書（第四号様式）を当該高等学校長に提出し、

その許可を得るものとし、その許可をもって前条ただし書の許可とみなす。 

 

（委任） 

第六条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。 
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別 表 （ 第 二 条 関 係 ）    

三 重 県 公 立 高 等 学 校 通 学 区 域  

番 号  学 区  地 域  高  等  学  校  特   例  

一  北 部  

桑 名 市  

桑 名 郡  

い な べ 市

員 弁 郡  

四 日 市 市

三 重 郡  

三 重 県 立 桑 名 高 等 学 校  

三 重 県 立 桑 名 西 高 等 学 校  

三 重 県 立 桑 名 北 高 等 学 校  

三 重 県 立 桑 名 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 い な べ 総 合 学 園 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 南 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 西 高 等 学 校  

三 重 県 立 朝 明 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 四 郷 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 中 央 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 商 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 北 星 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 農 芸 高 等 学 校  

三 重 県 立 菰 野 高 等 学 校  

三 重 県 立 川 越 高 等 学 校  

１ 全 日 制 の 課 程 の う ち

普 通 科 （ ス ポ ー ツ 科 学

コ ー ス を 除 く 。 ） 及 び

理 数 科 （ 松 阪 高 等 学 校

理 数 科 を 除 く 。 ） 以 外

の 学 科 並 び に 定 時 制 の

課 程 及 び 通 信 制 の 課 程

に つ い て は 、 上 記 の 学

区 に か か わ ら ず 、 い ず

れ の 高 等 学 校 に も 、 入

学 志 願 す る こ と が で き

る 。  

２ 三 重 県 立 高 等 学 校 入

学 者 選 抜 の ス ポ ー ツ 特

別 枠 選 抜 に つ い て は 、

上 記 の 学 区 に か か わ ら

ず 、 い ず れ の 高 等 学 校

に も 志 願 す る こ と が で

き る 。  

３ 保 護 者 の 転 住 を 伴 わ

ず に 他 の 都 道 府 県 に 居

住 し て い る 者 が 入 学 志

願 で き る 学 校 と し て 教

育 長 が 別 に 定 め る 高 等

学 校 に つ い て は 、 上 記

の 学 区 に か か わ ら ず 、

い ず れ の 高 等 学 校 に も

志 願 す る こ と が で き

る 。  

４ 三 重 県 立 高 等 学 校 入

学 者 選 抜 の 再 募 集 に つ

い て は 、 上 記 の 学 区 に

か か わ ら ず 、 い ず れ の

高 等 学 校 に も 志 願 す る

こ と が で き る 。  

二  中 部  

鈴 鹿 市  

亀 山 市  

津 市  

伊 賀 市  

名 張 市  

三 重 県 立 神 戸 高 等 学 校  

三 重 県 立 飯 野 高 等 学 校  

三 重 県 立 白 子 高 等 学 校  

三 重 県 立 石 薬 師 高 等 学 校  

三 重 県 立 稲 生 高 等 学 校  

三 重 県 立 亀 山 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 西 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 商 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 東 高 等 学 校  

三 重 県 立 み え 夢 学 園 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 久 居 高 等 学 校  

三 重 県 立 久 居 農 林 高 等 学 校  

三 重 県 立 白 山 高 等 学 校  

三 重 県 立 上 野 高 等 学 校  

三 重 県 立 あ け ぼ の 学 園 高 等 学 校  

三 重 県 立 伊 賀 白 鳳 高 等 学 校  

三 重 県 立 名 張 高 等 学 校  

三 重 県 立 名 張 青 峰 高 等 学 校  

三  南 部  

松 阪 市  

多 気 郡  

伊 勢 市  

度 会 郡  

鳥 羽 市  

志 摩 市  

尾 鷲 市  

北 牟 婁 郡

熊 野 市  

南 牟 婁 郡

三 重 県 立 松 阪 高 等 学 校  

三 重 県 立 松 阪 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 松 阪 商 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 飯 南 高 等 学 校  

三 重 県 立 相 可 高 等 学 校  

三 重 県 立 昴 学 園 高 等 学 校  

三 重 県 立 明 野 高 等 学 校  

三 重 県 立 宇 治 山 田 高 等 学 校  

三 重 県 立 伊 勢 高 等 学 校  

三 重 県 立 宇 治 山 田 商 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 伊 勢 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 伊 勢 ま な び 高 等 学 校  

三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校  

三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校 度 会 分 校  

三 重 県 立 鳥 羽 高 等 学 校  

三 重 県 立 志 摩 高 等 学 校  

三 重 県 立 水 産 高 等 学 校  

三 重 県 立 尾 鷲 高 等 学 校  

三 重 県 立 木 本 高 等 学 校  

三 重 県 立 紀 南 高 等 学 校  

 

  別 表 中 の 三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校 は 、 三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校 南 勢 校 舎 を 示 し 、 三 重 県 立 南

伊 勢 高 等 学 校 度 会 分 校 は 、 三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校 度 会 校 舎 を 示 す 。  
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（学区外入学志願の手続き） 

第五条 第三条第二項の規定により志願学区外の高等学校に出願するときは、通学区域外高等

学校入学志願許可申請書（第二号様式）を三重県教育委員会に提出し、その許可を得なけ

ればならない。  

 

２ 前条ただし書の規定により県外から本県の高等学校に入学を志願するときは、三重県立高

等学校入学志願許可申請書（第三号様式）を三重県教育委員会に提出し、その許可を得な

ければならない。ただし、県外から本県の高等学校の夜間定時制課程に入学を志願すると

きは、三重県立高等学校入学志願許可申請書（第四号様式）を当該高等学校長に提出し、

その許可を得るものとし、その許可をもって前条ただし書の許可とみなす。 

 

（委任） 

第六条 この規則の施行に関し必要な事項は、教育長が定める。 
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別 表 （ 第 二 条 関 係 ）    

三 重 県 公 立 高 等 学 校 通 学 区 域  
番 号  学 区  地 域  高  等  学  校  特   例  

一  北 部  

桑 名 市  

桑 名 郡  

い な べ 市

員 弁 郡  

四 日 市 市

三 重 郡  

三 重 県 立 桑 名 高 等 学 校  

三 重 県 立 桑 名 西 高 等 学 校  

三 重 県 立 桑 名 北 高 等 学 校  

三 重 県 立 桑 名 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 い な べ 総 合 学 園 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 南 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 西 高 等 学 校  

三 重 県 立 朝 明 高 等 学 校  
三 重 県 立 四 日 市 四 郷 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 中 央 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 商 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 北 星 高 等 学 校  

三 重 県 立 四 日 市 農 芸 高 等 学 校  

三 重 県 立 菰 野 高 等 学 校  

三 重 県 立 川 越 高 等 学 校  

１ 全 日 制 の 課 程 の う ち

普 通 科 （ ス ポ ー ツ 科 学

コ ー ス を 除 く 。 ） 及 び

理 数 科 （ 松 阪 高 等 学 校

理 数 科 を 除 く 。 ） 以 外

の 学 科 並 び に 定 時 制 の

課 程 及 び 通 信 制 の 課 程

に つ い て は 、 上 記 の 学

区 に か か わ ら ず 、 い ず

れ の 高 等 学 校 に も 、 入

学 志 願 す る こ と が で き

る 。  

２ 三 重 県 立 高 等 学 校 入

学 者 選 抜 の ス ポ ー ツ 特

別 枠 選 抜 に つ い て は 、

上 記 の 学 区 に か か わ ら

ず 、 い ず れ の 高 等 学 校

に も 志 願 す る こ と が で

き る 。  

３ 保 護 者 の 転 住 を 伴 わ

ず に 他 の 都 道 府 県 に 居

住 し て い る 者 が 入 学 志

願 で き る 学 校 と し て 教

育 長 が 別 に 定 め る 高 等

学 校 に つ い て は 、 上 記

の 学 区 に か か わ ら ず 、

い ず れ の 高 等 学 校 に も

志 願 す る こ と が で き

る 。  

４ 三 重 県 立 高 等 学 校 入

学 者 選 抜 の 再 募 集 に つ

い て は 、 上 記 の 学 区 に

か か わ ら ず 、 い ず れ の

高 等 学 校 に も 志 願 す る

こ と が で き る 。  

二  中 部  

鈴 鹿 市  

亀 山 市  

津 市  

伊 賀 市  

名 張 市  

三 重 県 立 神 戸 高 等 学 校  

三 重 県 立 飯 野 高 等 学 校  

三 重 県 立 白 子 高 等 学 校  

三 重 県 立 石 薬 師 高 等 学 校  

三 重 県 立 稲 生 高 等 学 校  

三 重 県 立 亀 山 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 西 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 商 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 東 高 等 学 校  

三 重 県 立 み え 夢 学 園 高 等 学 校  

三 重 県 立 津 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 久 居 高 等 学 校  

三 重 県 立 久 居 農 林 高 等 学 校  

三 重 県 立 白 山 高 等 学 校  

三 重 県 立 上 野 高 等 学 校  

三 重 県 立 あ け ぼ の 学 園 高 等 学 校  

三 重 県 立 伊 賀 白 鳳 高 等 学 校  

三 重 県 立 名 張 高 等 学 校  

三 重 県 立 名 張 青 峰 高 等 学 校  

三  南 部  

松 阪 市  

多 気 郡  

伊 勢 市  

度 会 郡  

鳥 羽 市  

志 摩 市  

尾 鷲 市  

北 牟 婁 郡

熊 野 市  

南 牟 婁 郡

三 重 県 立 松 阪 高 等 学 校  

三 重 県 立 松 阪 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 松 阪 商 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 飯 南 高 等 学 校  

三 重 県 立 相 可 高 等 学 校  

三 重 県 立 昴 学 園 高 等 学 校  

三 重 県 立 明 野 高 等 学 校  

三 重 県 立 宇 治 山 田 高 等 学 校  

三 重 県 立 伊 勢 高 等 学 校  

三 重 県 立 宇 治 山 田 商 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 伊 勢 工 業 高 等 学 校  

三 重 県 立 伊 勢 ま な び 高 等 学 校  

三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校  

三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校 度 会 分 校  

三 重 県 立 鳥 羽 高 等 学 校  

三 重 県 立 志 摩 高 等 学 校  

三 重 県 立 水 産 高 等 学 校  

三 重 県 立 尾 鷲 高 等 学 校  

三 重 県 立 木 本 高 等 学 校  

三 重 県 立 紀 南 高 等 学 校  

 

  別 表 中 の 三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校 は 、 三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校 南 勢 校 舎 を 示 し 、 三 重 県 立 南

伊 勢 高 等 学 校 度 会 分 校 は 、 三 重 県 立 南 伊 勢 高 等 学 校 度 会 校 舎 を 示 す 。  
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付

 

 ＜三重県立高等学校の所在地＞ 

久居 

◎◎ ◎◎◎◎

朝明 

四日市工業 

四日市農芸 

桑名北 

桑名 

桑名工業 

いなべ総合学

桑名西 

川越 

四日市 

北星 

菰野 

四日市商業 

四日市中央工業

四日市四郷 

四日市西 

四日市南 

◎◎

◎◎

◎◎  

◎◎

◎◎  

◎◎ ◎◎

◎◎  

◎◎  

◎◎  

◎◎
◎◎  

◎◎ ◎◎  ◎◎  
◎◎  

◎◎

◎◎

◎◎

◎◎
◎◎◎◎  

◎◎  

◎◎  

◎◎  ◎◎
◎◎

◎◎

◎◎

◎◎
◎◎◎◎

◎◎

◎◎

◎◎
◎◎

◎◎

◎◎
◎◎

◎◎
◎◎◎◎

◎◎

◎◎
◎◎

◎◎

◎◎◎◎

◎◎

◎◎◎◎◎◎

◎◎石薬師 

神戸 

飯野 

白子 

稲生 

亀山 

津西 

津東 

津商業 

みえ夢学園 

津 

津工業

久居農林

あけぼの学園 

上野 

伊賀白鳳 

白山 

名張 

松阪工業 

松阪 松阪商業 

明野 

伊勢工業 

宇治山田商業 

伊勢まなび

鳥羽

伊勢 

宇治山田 

南伊勢(度会校舎) 

相可

飯南

南伊勢(南勢校舎) 

水産 

志摩 

昴学園

尾鷲 

木本 

紀南 

◎◎

北部学区 

中部学区 

南部学区 

名張青峰
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（付）令和５年度三重県立高等学校入学志願者の個人情報取扱要項 

 

＜口頭による個人情報の開示請求＞ 

１ 開示する情報 

受検者の請求に応じ、本人に、以下の情報のうち各高等学校別実施要項に定めた選抜方法に該当

する個人情報を開示する。 

(1) 前期選抜 

ア 調査書の「各教科の学習の記録」欄の教科別の「第３学年」の評定 

イ 面接又は「自己表現」の各学校の基準に基づく総合的評価 

ウ 作文又は小論文の各学校の基準に基づく総合的評価 

エ 学力検査又は総合問題の各学校の基準に基づく総合的評価 

オ 実技検査等の各学校の基準に基づく総合的評価 

(2) 特別選抜 

ア 調査書の「各教科の学習の記録」欄の教科別の「第３学年」の評定 

イ 面接又は「自己表現」の各学校の基準に基づく総合的評価 

ウ 作文の各学校の基準に基づく総合的評価 

エ 実技検査等の各学校の基準に基づく総合的評価 

(3) 後期選抜 

ア 調査書の「各教科の学習の記録」欄の教科別の「第３学年」の評定 

イ 学力検査の各教科別の得点及び実技検査の得点 

ウ 面接又は「自己表現」の各学校の基準に基づく総合的評価 

エ 作文の各学校の基準に基づく総合的評価 

オ 実技検査等の各学校の基準に基づく総合的評価 

２ 実施方法 

(1) 請求の方法 

受検者本人が、受検した高等学校に出向き、受検票（様式３）を提示したうえで、口頭により

申請する。 

(2) 個人情報に係る本人証明 

三重県立高等学校入学者選抜実施要項に定める受検票の提示により行う。 

(3) 請求及び開示の期間 

ア 前期選抜、特別選抜 

・ 令和５年２月１４日（火）から２月２０日（月）まで（土曜日、日曜日は除く。） 

令和５年３月１７日（金）から３月３１日（金）まで（土曜日、日曜日及び祝日は除く。） 

・ 全日制課程は、９時から１７時まで（２月１４日（火）は、９時３０分から１７時まで） 

・ 定時制課程及び北星高等学校通信制課程は、１３時から２０時まで 

イ 後期選抜 

・ 令和５年３月１７日（金）から３月３１日（金）まで（土曜日、日曜日及び祝日は除く。） 

・ 全日制課程及び松阪高等学校通信制課程は、９時から１７時まで 

・ 定時制課程及び北星高等学校通信制課程は、１３時から２０時まで 

ウ 開示は、請求された時点で即時開示することとし、郵送は行わない。 

エ 詳細については、受検した高等学校に問い合わせること。 

３ その他 

 ・ 追検査については、口頭による個人情報の開示請求の対象外とする。 

・ 開示に係る経費は徴収しない。 

 

＜上記以外の個人情報の開示請求＞ 

上記＜口頭による個人情報の開示請求＞の対象とする選抜以外の個人情報の開示請求や法定代理人

による開示請求については、「三重県個人情報保護事務取扱要領」により、申請することができる。 

なお、詳細については、志願した高等学校に問い合わせる。 

また、この場合における写しの交付に係る実費は徴収する。 
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